
① 洗浄槽の油分濃度ppmをリアルタイムで表示

② バスケット単位でトレサビリティが可能



③ 槽油分濃度の時間変化をグラフで表示

④ 油分濃度上昇を防ぐため、再生器煮詰め排液工程を自動で判断

⑤ 最適洗浄時間の計測が可能



ROMⅢの主な活用方法



メンテナンス作業の軽減

洗浄槽に浮遊するゴミの数カーブを解析し、
洗浄槽ゴミの数を監視。
常に清浄な洗浄液で洗浄できるよう待機・コントロール。

省エネ・低コスト

洗浄槽内を必要以上に綺麗に保つ過剰稼働を抑え、
管理値以内の清浄度を確認後、自動待機モードに入る。



乾燥不良の解消 乾燥判定アラーム機能により、乾燥工程を自動コントロール。乾燥不良を出しません。

メンテナンス作業の軽減 洗浄機が正常に稼働していない場合は、その原因及び異常個所を機械が知らせます。
真空の漏れやバルブの劣化も自己判断するので、日常のメンテナンス作業が軽減されます。

省エネ・低コスト 稼働効率の向上により、洗浄液やエネルギーの節約ができ、ランニングコストの低減を実現。

生産現場に合せた設定モード タイマー優先設定モード…タイマーで設定された時間で乾燥工程実施。パラメータを監視して合否判断を行い記録保存します。
知能乾燥優先設定モード…洗浄ロットごとに最短時間での乾燥工程を行います。実際にかかった工程時間などは記録保存されます。

乾燥しやすいもの、乾燥しにくいものをランダムに洗浄する場合、飛躍的に効率が上がります。

稼働効率の向上 〈多種類のワークを洗浄する場合の乾燥所要時間の例〉
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